
　読者の声を中心に、市民の皆さんと広報・
マーケティング係で作る交流コーナーです。広
報ふくつの感想や市政へのご意見、ふるさと
福津市への思いや日々の生活のことを掲載し
ます。たくさんの声をお寄せください。

村
酒
造
と
共
に
津
屋
崎
千
軒

の
中
心
で
あ
る
「
藍
の
家
」

保
存
の
歴
史
を
、
増
え
続
け
る
福
津

市
民
に
伝
え
た
特
集
で
し
た
。
藍
の

家
は
、
子
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い
貴

重
な
資
産
で
す
。
（W

orld

さ
ん
／

通
り
堂
／
66
歳
）

　
い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
「
増
え
続
け
る

市
民
に
藍
の
家
の
存
在
を
伝
え
る
」

こ
と
も
そ
う
で
す
が
、
何
よ
り
も

「
住
民
た
ち
の
意
志
と
行
動
が
街
並

み
保
存
に
つ
な
が
っ
た
歴
史
を
伝
え

る
」
た
め
に
今
回
の
特
集
を
企
画
し

ま
し
た
。

　
一
見
す
る
と
、
国
登
録
有
形
文
化

財
で
あ
る
こ
と
が
藍
の
家
の
建
物
と

し
て
の
価
値
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

藍
の
家
の
価
値
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
本
質
は
、
そ
こ
に
集
う
人

た
ち
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
今
回
の
特
集
を
読
ん
だ
市

民
の
皆
さ
ん
が
津
屋
崎
千
軒
を
訪
れ
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
や
、
い
つ

も
元
気
な
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
触
れ
、

そ
の
価
値
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。

津
市
は
自
然
が
豊
か
な
の
に

活
か
し
き
っ
て
い
な
い
。
広

報
が
足
り
な
い
。
健
康
推
進
を
具
体

的
に
！
（
ヨ
ッ
シ
ー
さ
ん
／
71
歳
）

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
福
津
市
は
、
海
も
山
も
あ
り
、
豊

か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
農
作
物
や
海

産
物
の
他
、
美
し
い
景
観
が
自
慢
の

ま
ち
で
す
。
最
近
で
は
、
津
屋
崎
海

岸
、
宮
地
浜
、
福
間
海
岸
で
大
き
く

潮
が
引
い
た
と
き
、
濡
れ
た
砂
浜
や

潮
だ
ま
り
が
鏡
の
よ
う
に
空
を
映
す

「
か
が
み
の
海
」
が
話
題
を
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
健
康
推
進
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

市
親
善
大
使
の
新
木
さ
く
ら
さ
ん
が

健
康
増
進
室
を
体
験
す
る
動
画
を
市

公
式
Y
o
u
T
u
b
e
に
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。
令
和
4
年
度
の
広
報
ふ
く

つ
で
も
、
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
特

集
を
組
む
予
定
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
が
皆
さ

ん
に
伝
わ
ら
な
く
て
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
情
報
発
信
方
法
や
、
そ
の

質
を
高
め
、
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
広
報

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広
報
３
月
号
の
感
想

子
ど
も
た
ち
に

残
し
た
い
貴
重
な
資
産

福

豊

街角カメラリポート
読者の皆さんから寄せられた、市内の出来事や旬の話題をお届け

今回は津屋崎の T・Uさんからの投稿です

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ご
意
見

福
津
市
は

広
報
が
足
り
な
い

　 津屋崎千軒民俗館 藍の家　☎、ＦＡＸ52・0605
●開館時間　午前10時～午後4時（日曜日は午前10時～午後5時）

藍染め体験
　伝統的な発酵建ての正藍染体験で、日本手ぬぐいを染めます。
　5月5日（木・祝）午前10時～正午　 　先着6人　※要予約
　3,000円　　　 ビニール手袋、エプロン　　
ウクレレ体験
　ウクレレの初心者を対象に体験活動をします。
　5月8日（日）午後2時～午後3時　 　先着5人　※要予約
　楽器レンタル料含め500円　 　
講師　赤木さん☎050・3703・0312　
藍の家放送局
　リーさんが素晴らしいアコーディオンの音色を聴かせます。
　5月15日（日）午後1時～午後3時
ふわり二人展
　田中斉子さんと奥村智美さんのイラストと詩の作品展です。
　5月20日（金）～5月29日（日）　※最終日は午後3時まで
藍の家弦楽四重奏団　定期演奏会
　毛利博紀さんたちによる、ベートーベンの「弦楽四重奏
曲第4番」や、藍の家築120年を記念した唱歌メドレーの
演奏です。
　5月22日（日）午後6時～午後7時

今日の「いいざい」
ふれあい広場ふくま初代店長 福田清人さん

いい素材、食材、人材をつなぐ地域商社・ ・ ・

　平成9年にオープンしたふれあい広場ふくま。
初代店長の福田清人さんは、当時、地域に直売所
の必要性を感じ、生産者を毎晩尋ね回りました。
勤めていた農協を辞め、現在の場所にテントを立
てて、農産物の販売を開始。店長として「新鮮！
安い！安心！」をモットーに、時には生産者と厳
しい折衝を重ねながら、現在の礎を築いてきまし

た。「自分で作っ
たものが売れて、
お客さんが喜んで
くれるのがうれし
い。」と話す福田
さん。今では生産
者の一人として、
今日も作物づくり
に励んでいます。
　ふれあい広場
ふくま☎43・7790▲現在はみかんを栽培する福田さん

定

定

つ
の
鯛
茶
づ
け
フ
ェ
ア
」
の
第

12
弾
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
市
内
協
賛
店

が
工
夫
を
凝
ら
し
た
鯛
茶
づ
け

メ
ニ
ュ
ー
を
展
示
し
、
紹
介
し

ま
す
。ぜ
ひ
お
店
選
び
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
12
日（
木
）〜
６
月
19
日

（
日
）

　
宮
地
嶽
神
社
で
１
０
０
種

10
万
株
の
花
菖
蒲
が
咲
き
そ
ろ

う「
菖
蒲
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。こ
れ
に
合
わ
せ
、菖
蒲
の

生
花
や
写
真
の
展
示
、
菖
蒲
ま

つ
り
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
５
月
28
日（
土
）〜
６
月
12
日

（
日
）

　
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
☎
５

２
・
２
１
２
２

　　
市
地
域
振
興
課
の
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
は
市
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
絶
景
写
真
や
観
光
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ「
い
い
ね
」を
お
願
い
し
ま

す
。イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
福

津
市
地
域
振
興
課
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

　
市
地
域
振
興
課
☎
６
２
・
５

０
１
４

　
福
津
の
ご
当
地
グ
ル
メ
「
鯛

茶
づ
け
」を
満
喫
で
き
る「
ふ
く

　
５
月
28
日（
土
）に
開
催
さ
れ

る
Ｊ
Ｒ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
合
わ

せ
て
、
福
津
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

し
ま
す
。

　
福
津
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、

福
津
の
お
土
産
品
な
ど
を
販
売

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、Ｊ
Ｒ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

が
中
止
の
場
合
は
、
マ
ル
シ
ェ

も
中
止
し
ま
す
。

　
５
月
28
日（
土
）午
前
11
時
〜

午
後
４
時

　
ふ
っ
く
る
（
Ｊ
Ｒ
福
間
駅
２

階
）

　
ふ
く
つ
観
光
協
会
☎
４
２
・

９
９
８
８

市
地
域
振
興
課

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

福
津
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

福
津
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

Pickup Events
まちの観光イベントをご紹介

問 地
域
振
興
課
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

ふ
く
つ
観
光
協
会

「
ふ
く
つ
の
鯛
茶
づ
け
フ
ェ
ア
」の

メ
ニ
ュ
ー
展
示

宮
地
嶽
神
社
の「
菖
蒲
ま
つ
り
」展

問

問

　菜の花畑に案山子の夫婦。２人
は一体何を話しているのだろうか。
子や孫のことか、それとも自分た
ちの将来のことか、いろいろなこ
とを想像してしまう。実直に生き
てきた２人の人生が、そのまま背
中に刻み込まれているような気が
する。
　思わず車を止めて、スマホで撮
影。なぜか心の中が温かくなり、目
頭が少し熱くなった。家に帰って

も頭から離れず、時々見に行くよ
うになった。少し丸まっているが
筋力がありそうな夫の背中。横に
座り、支える妻の背中。どちらから
ともなく寄り添う肩と肩。
　「私今とても幸せよ」「どうし
たんだ、急に」「苦労もしたけれ
ど、こんなに長く一緒にいられ
るなんて思ってもみなかった。
長生きしてよ」「お前もな。そう
だ、コロナが収まったら旅行に
でも行こうか」「うん、おいしい
ものたくさん食べたいね」。

ヒバリが空高くさえずり、菜の
花がユラユラ風に揺れている。も
うすぐ本格的な春がやって来る。
幸せは、遠くではなく、手を伸ばせ
ば届く所にあるような気がする。

▲寄り添う案山子の夫婦

　「好いとお！福津」と「街角カメラレポート」は皆さんと一緒に作るページです。市内での出
来事や広報紙の感想などがあれば、25ページのはがきやメールなどで受け付けています。
　なお、お送りいただいた内容は、加筆、修正、短縮する場合があり、原稿や写真は返却しませ
んのでご了承ください。また、匿名を希望する場合は、その旨を明記してください。たくさんの
声をお待ちしています。

案山子の夫婦
かかし

投
稿
大
募
集

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

た
い

し
ょ
う
ぶ

　＝日時、日程　　＝定員　　＝費用　　＝持参物日
場

定 ￥ 持
問＝場所　　＝受付、問い合わせ　☎＝電話番号

福津いいざい ☎72・6333問

日

日

日

日
問

場

日

￥

日

持

▲天然真鯛をぜいたくにお茶漬けで堪能

日

日

￥

問

▲希少な江戸菖蒲

▲ふっくるの前に商品が並びます

広報ふくつ17 広報ふくつ 16




